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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 4/26（木）奨励金支給予定。印鑑持参する事（シャチハタ不可）。

· 4/24（火）25（水）長谷部PSWがローテーション研修予定。

· 4/25（水）～27（金）金田康佳PSWがローテーション研修予定。

· 健康診断が本日までの為、まだの方は早めに受けてください。

＜利用者様情報＞

・鈴木恵美子様～本日来所予定であったが、膝の痛みがあり、デイケアまで上って来れないとのことで、欠席している。

・松川　順子様～青明舎より、青山荘でお世話になったスタッフが退職したことがショックだったとの情報を受けており、本人に確認すると、生活保護申請や金銭管理についての不安が聞かれている。現在は青明舎スタッフが金銭面でのサポートを行っているが、青山荘の通所自立訓練サービスでも継続的な金銭管理を行うことができる為、本人へ情報提供を行っていく。

・種本　サハ様～本日、朝食後に間違って夕食後薬を服用してしまったことを報告されている。主治医に確認し、朝食後薬を昼食後に、昼食後薬を夕食後に服用するよう指示がある為、スタッフ確認のもと服用して頂く。また、誤薬の原因として、朝デイナイトケア通所の為に服薬の準備をする際、朝昼夕食後薬を一度に三包を準備していることを話している。朝食後薬は始めに服用してから、昼食後薬と夕食後薬を準備するように伝えている。来所後は疎通性が悪く、呂律が回らない様子が見られるが、プログラムへは参加することができている。

・大久保康弘様～3/20頃、病状悪化時から現在についての作文を作成し、スタッフへ報告されている。内容は、「幻聴、妄想が始まり、止まらなくなった。通所に来ると酷くなった。」「薬は飲んでいたと思ったが、ポケットに入っていてびっくりした。」「薬を変えてもらい、良くなっていくのがわかった。」「また幻聴、妄想の区別がつかなくなるのではないか不安」等が書かれている。また、幻聴の内容については、「殺してやる」等命令口調の幻聴と、「殺してやる」と書かれている白い紙がパッと出てきて点滅する幻視があると話す。昨日は「いい悪魔と悪い悪魔がいる」「今はいい悪魔がいるんですよ」等の発言がある。幻聴は潜在化しているが、まだ病状の不安定さがある為、様子を観察していく。

＜デイナイトケア事例検討＞

馬渡　武光様（72）利用率100％

【担当医】千葉良Dr　　　【担当スタッフ】服部

【主病名】統合失調症　【既往歴】糖尿病、老人性認知症
【入院歴】①昭和34年4月～昭和34年6月　日赤病院

　　　　　②昭和42年2月～青南病院

　　　　　③昭和42年12月～平成14年10月　青南病院

【治療歴】あり　デイナイトケア、その他（青風荘）

【現症】陰性症状（意欲減退など）あるが、安定している

【利用目的】身体機能の維持・向上、人付き合いの場に参加、協調性を養う、注意・集中力の維持・改善、病識を身につける、服薬、栄養指導

【プログラム内容】

運動、作業療法、SST、疾病教室、栄養指導等

検討事項

疾患別診療計画立案
長期目標
１００歳まで長生きをする。

中期目標
長生きをするために、デイナイト利用しながら食生活、運動等プログラムに参加して健康的な生活を維持する。

短期目標

①食事量（ご飯２１０ｇ）を守る。

②運動参加の習慣をつける。

治療計画

①ごはんの量を210ｇ以上盛らないようにし、おかわりは生野菜のみとする。

②運動プログラムへ参加しない際は理由を聞いていく。また、運動に出来るだけ参加できるように声をかけていく。

現状

・集中力はないが、好きな事に関しては集中して取り組む様子が見られている。

・好奇心旺盛ではあるが、好きなこと以外は継続して行う様子は見られない。

・現在は米研ぎに興味があり、進んで自分から準備をしている。

・去年はトマトの種から育て収穫しており、食に関しての興味が強くある。

⇒　改善ではなく、本人の能力を維持しながら、本人の生きがい作りへ働きかけていく。

長期目標：本人が興味（食に関する事）を示す事を活かし、本人の能力や活動性の維持・向上を図る。

短期目標　⇒具体的に何を行っていくかを本人と検討

＜外来情報＞

・大久保康弘様～幻視がなくなってきていると話している。

・鈴木　茂子様～グループホーム入所の希望があるが、担当医よりまだ入所は勧められないと説明を受けている。青山荘に、姉様の意向を聞いて行くよう伝えている。

・高橋　幸雄様～体重増加傾向のため、訪問看護を導入し、母様に栄養指導実施を検討中。

・青木　紀子様～眠剤が変更となっている。青山荘に、松橋眼科の受診予約を勧めている。

・東海林康之様～採血実施している。

・大下　良悦様～咳、鼻水、痰症状があり、漢方処方となる。

